
 

有志勤務医の声明文  

現行のmRNAワクチ ン接種の即時中止と 

人権侵害をきたす感染症 対策の是正を強く求める  

声明文  
私たち「有志勤務医の会」は、全国民が心身共に健やかに生活できる社会を目指し、“病
を患った方々への適切な医療提供”、および“実際の臨床現場を踏まえた上 でのバランスの
取れた情報提供”をするための組織として立ち上がりました。 

この度のコロナ禍に対して、科学データの検証によって目の前の現実と真摯に向 き合う
ことを誓った上で、mRNAワクチン接種の即時中止と、深刻な人権侵害をきたす現在の感
染症対策の是正を強く求めます。 

 その理由は以下の通りです。 

1. mRNAワクチンの有効率低下および今後逆効果となる可能性 新型コロナウイルス感染
症に対して、現行のmRNAワクチンは有効率が急速に低下しており、さらに3回目以降の
接種は逆効果になる可能性があります。  

当初、このmRNAワクチンは重症化予防効果のみならず、感染予防効果もあると されま
したが、先行接種が進んだイスラエルでは感染者・重症者・死者数の急激な 増加が認め
られており、高齢者接種の進んだ本邦においてもワクチン接種者の重症 例および死亡例
が増加しています。  

容易に変異するコロナウイルスに対して、スパイク蛋白への抗体を誘導するワク チンを頻
回に投与することは、短期的には効果があるように見えても、中長期的に は効果が減弱
するどころか、逆効果にすらなり得ます。この現象は抗原原罪や抗体 依存性感染増強
(Antibody dependent enhancement: ADE)と呼ばれ、従来からウ イルス学や免疫学で
は良く知られてきたもので、世界中の誠実なウイルス学者や免 疫学者が警鐘を鳴らし続け

 公的機関の見解と反する内容、または著しく乖離した内容の記事です。
公的機関の見解と反する内容、または著しく乖離した内容の記事に本注意書きを出しています。

新型コロナウイルス感染症については、必ず1次情報として厚生労働省や首相官邸のウェブサイトなど公的機関で発表
されている発生状況やQ&A、相談窓口の情報もご確認ください。

なお、厚生労働省には新型コロナワクチンQ&Aが用意されています。
以下のような質問をはじめ、その他不明点の検索も可能なので、ぜひご確認ください。

・ワクチンの効果
・ワクチンの安全性と副反応
・これは本当ですか？

 新型コロナウイルスに関係する内容の可能性がある記事です。
新型コロナウイルス感染症については、必ず1次情報として厚生労働省や首相官邸のウェブサイトなど公的機関で発表
されている発生状況やQ&A、相談窓口の情報もご確認ください。またコロナワクチンに関する情報は首相官邸のウェ
ブサイトをご確認ください。※非常時のため、すべての関連記事に本注意書きを一時的に出しています。
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声明文
　私たち「有志勤務医の会」は、全国民が心身共に健やかに生活できる社会を目指

し、“病を患った方々への適切な医療提供”、および“実際の臨床現場を踏まえた上

でのバランスの取れた情報提供”をするための組織として立ち上がりました。

　この度のコロナ禍に対して、科学データの検証によって目の前の現実と真摯に向

き合うことを誓った上で、mRNAワクチン接種の即時中止と、深刻な人権侵害をき

たす現在の感染症対策の是正を強く求めます。

　その理由は以下の通りです。

1. mRNAワクチンの有効率低下および今後逆効果となる可能性

　新型コロナウイルス感染症に対して、現行のmRNAワクチンは有効率が急速に低

下しており、さらに3回目以降の接種は逆効果になる可能性があります。

　当初、このmRNAワクチンは重症化予防効果のみならず、感染予防効果もあると

されましたが、先行接種が進んだイスラエルでは感染者・重症者・死者数の急激な

増加が認められており、高齢者接種の進んだ本邦においてもワクチン接種者の重症

例および死亡例が増加しています。

　容易に変異するコロナウイルスに対して、スパイク蛋白への抗体を誘導するワク

チンを頻回に投与することは、短期的には効果があるように見えても、中長期的に

は効果が減弱するどころか、逆効果にすらなり得ます。この現象は抗原原罪や抗体

依存性感染増強(Antibody dependent enhancement: ADE)と呼ばれ、従来からウ

イルス学や免疫学では良く知られてきたもので、世界中の誠実なウイルス学者や免

疫学者が警鐘を鳴らし続けています。抗原原罪のためオミクロン変異体に対して有

効なワクチンの導入は困難で、現行のワクチンを接種し続けていると今後いつADE

をきたすような変異体が現れてもおかしくはなく、接種すればするほど逆効果にな

る危険性が高まると考えます。

2. mRNAワクチンの安全性に対する懸念

　mRNAワクチンは安全なワクチンとは言えません。

　mRNAワクチンは従来のワクチンとは全く違った仕組みを利用したものであり、

接種後の重篤な副反応の報告数も従来のワクチンとは桁違いで、中長期的な安全性

は全く不明であり、今後ブースターを続けることでさらに危険性が増していく可能

性が高いと考えます。

　mRNAワクチンは当初、①注射部位に留まる、②すぐに分解される、③ウイルス

の一部が作られるだけなので害がない、といった理由で安全とされましたが、これ

らは全て間違っていることが明らかになってきました。

①ファイザー社が行った動物実験で、mRNAワクチンの成分が注射部位から血流に

乗って全身の臓器に運ばれ、蓄積することが判明しました。

②少なくとも4ヶ月間はスパイク蛋白が血中を循環していることが報告されまし

た。

③注射されたmRNAの情報に基づいて体内で産生されるスパイク蛋白自体に、血管

内皮細胞障害などの毒性があることが報告されました。

　また、1-2回目の接種でスパイク蛋白に対する免疫を獲得した状態で3回目以降の

接種を行うと、スパイク蛋白を産生する自己の細胞を標的とみなして免疫が攻撃す

るため、自己免疫性疾患として多彩な副反応が生じ得ます。

　さらに、免疫細胞は有限にもかかわらず、その限られたリソースがスパイク蛋白

に対する免疫に偏ってしまうこと等により、他の病原体への免疫や悪性腫瘍に対す

る免疫が低下してしまうことが報告されています。mRNAワクチンの特殊な構造

（1-メチルシュードウリジン化修飾）が、自然免疫や獲得免疫を低下させることも

分かってきました。

　このように、変異を続けるウイルスに対して現行のmRNAワクチンの効果は既に

乏しく、理論的には今後逆効果にさえなる可能性があり、実際に4回目接種を進め

ているイスラエルではその兆候が見られています。中長期的な有効性や安全性が保

証できないワクチンを、新型コロナウイルス感染症による被害の少ない日本で今後

も接種し続けることに、私たちは断固として反対します。

　統計データは切り取り方次第で如何様にも解釈することができ、このワクチンの

効果が過大評価される一方で、被害は過小評価されていることは、多くの研究者が

指摘してきました。実際に私たちが臨床現場で見ている景色と、統計データが示す

事実が大きく乖離していることもこれを示唆しています。そして過小評価されてい

ても隠しきれないほど甚大なワクチンによる被害の実態が、世界中で徐々に明らか

になりつつあります。このまま接種を続ければ今後さらに被害が拡大することも明

らかであり、国の未来のためにも接種の即時中止を求めます。

3. 人権侵害をきたす現在の感染症対策

　「命を守るため」、「医療を守るため」という名目で現在行われている感染症対

策は明らかに人権を侵害しています。もとより医療を守るために社会生活が犠牲に

なるべきなのではなく、全国民の健やかな社会生活を守るために医療は存在してい

ます。社会生活に対する過度の制限は、特に子供達や若者の自由に生きる権利を2

年にわたり侵害し続けています。新型コロナウイルス感染症は、特に健康な子供達

や若者にとって重症化することは極めて稀なものであることが判明しています。そ

れにも関わらず、幼児から大学生までの教育現場で日常的に行われているマスク着

用やワクチン接種の強要およびそれらによる差別、そして過度の自粛による様々な

教育機会の損失は、確実に今後の日本を支える子供達や若者の健やかな成長の妨げ

となるものであると考えます。既にウイルスは全世界に広がっており、もはや新型

コロナウイルス感染症を封じ込めるという観点で行われる対策は現実的ではありま

せん。英国など欧州諸国では、行動制限のような規制が撤廃される動きが既に始ま

っており、日本においても早急な対策の見直しが必要です。社会全体のバランス感

覚を取り戻し、行き過ぎた感染対策を改め、症状の程度に応じた科学的で適切な医

療提供が行われるためには、その根拠となっている法的な取り扱いを変えなければ

なりません。感染症法において「新型コロナウイルス感染症」を「新型インフルエ

ンザ等感染症」に含める現在の取り扱いを、実態に即した形として抜本的に見直す

ことが必要です。

　以上のように、私たち有志勤務医の会は、歴史上類を見ない薬害と感染対策の弊

害をこれ以上広げないように、「現行のmRNAワクチン接種の即時中止」と「人権

侵害をきたす感染症対策の是正」を強く求めます。
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有志勤務医の会　一同
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ています。抗原原罪のためオミクロン変異体に対して有 効なワクチンの導入は困難で、現
行のワクチンを接種し続けていると今後いつADE をきたすような変異体が現れてもおか
しくはなく、接種すればするほど逆効果にな る危険性が高まると考えます。  

2. mRNAワクチンの安全性に対する懸念  

mRNAワクチンは安全なワクチンとは言えません。  

mRNAワクチンは従来のワクチンとは全く違った仕組みを利用したものであり、 接種後
の重篤な副反応の報告数も従来のワクチンとは桁違いで、中長期的な安全性 は全く不明
であり、今後ブースターを続けることでさらに危険性が増していく可能 性が高いと考えま
す。  

mRNAワクチンは当初、1注射部位に留まる、2すぐに分解される、3ウイルス の一部が
作られるだけなので害がない、といった理由で安全とされましたが、これ らは全て間
違っていることが明らかになってきました。  

1ファイザー社が行った動物実験で、mRNAワクチンの成分が注射部位から血流に 乗って
全身の臓器に運ばれ、蓄積することが判明しました。  

2少なくとも4ヶ月間はスパイク蛋白が血中を循環していることが報告されまし た。  

3注射されたmRNAの情報に基づいて体内で産生されるスパイク蛋白自体に、血管 内皮細
胞障害などの毒性があることが報告されました。  

また、1-2回目の接種でスパイク蛋白に対する免疫を獲得した状態で3回目以降の 接種を
行うと、スパイク蛋白を産生する自己の細胞を標的とみなして免疫が攻撃す るため、自己
免疫性疾患として多彩な副反応が生じ得ます。  

さらに、免疫細胞は有限にもかかわらず、その限られたリソースがスパイク蛋白 に対する
免疫に偏ってしまうこと等により、他の病原体への免疫や悪性腫瘍に対す る免疫が低下
してしまうことが報告されています。mRNAワクチンの特殊な構造 (1-メチルシュードウ
リジン化修飾)が、自然免疫や獲得免疫を低下させることも 分かってきました。  

このように、変異を続けるウイルスに対して現行のmRNAワクチンの効果は既に 乏し
く、理論的には今後逆効果にさえなる可能性があり、実際に4回目接種を進め ているイス
ラエルではその兆候が見られています。中長期的な有効性や安全性が保 証できないワクチ
ンを、新型コロナウイルス感染症による被害の少ない日本で今後 も接種し続けること
に、私たちは断固として反対します。  

 統計データは切り取り方次第で如何様にも解釈することができ、このワクチンの効果が
過大評価される一方で、被害は過小評価されていることは、多くの研究者が指摘してきま
した。実際に私たちが臨床現場で見ている景色と、統計データが示す事実が大きく乖離し
ていることもこれを示唆しています。そして過小評価されていても隠しきれないほど甚大



なワクチンによる被害の実態が、世界中で徐々に明らかになりつつあります。このまま接
種を続ければ今後さらに被害が拡大することも明らかであり、国の未来のためにも接種の
即時中止を求めます。 

3. 人権侵害をきたす現在の感染症対策  

「命を守るため」、「医療を守るため」という名目で現在行われている感染症対 策は明
らかに人権を侵害しています。もとより医療を守るために社会生活が犠牲に なるべきな
のではなく、全国民の健やかな社会生活を守るために医療は存在してい ます。社会生活
に対する過度の制限は、特に子供達や若者の自由に生きる権利を2 年にわたり侵害し続け
ています。新型コロナウイルス感染症は、特に健康な子供達 や若者にとって重症化するこ
とは極めて稀なものであることが判明しています。そ れにも関わらず、幼児から大学生ま
での教育現場で日常的に行われているマスク着 用やワクチン接種の強要およびそれらに
よる差別、そして過度の自粛による様々な 教育機会の損失は、確実に今後の日本を支え
る子供達や若者の健やかな成長の妨げ となるものであると考えます。既にウイルスは全世
界に広がっており、もはや新型 コロナウイルス感染症を封じ込めるという観点で行われ
る対策は現実的ではありま せん。英国など欧州諸国では、行動制限のような規制が撤廃
される動きが既に始ま っており、日本においても早急な対策の見直しが必要です。社会
全体のバランス感 覚を取り戻し、行き過ぎた感染対策を改め、症状の程度に応じた科学
的で適切な医 療提供が行われるためには、その根拠となっている法的な取り扱いを変え
なければ なりません。感染症法において「新型コロナウイルス感染症」を「新型インフル
エ ンザ等感染症」に含める現在の取り扱いを、実態に即した形として抜本的に見直す こ
とが必要です。  

以上のように、私たち有志勤務医の会は、歴史上類を見ない薬害と感染対策の弊 害をこ
れ以上広げないように、「現行のmRNAワクチン接種の即時中止」と「人権 侵害をきた
す感染症対策の是正」を強く求めます。  
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